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図１ 戦後の国家間紛争と国内紛争の動向












































国家間戦争 Ｃ 国家間の戦争 フォークランド紛争（C2）
脱植民地戦争 Ｄ 植民地支配からの解放をめぐる戦争 アンゴラ独立戦争（D2）
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図５ 1945年以降の独立国数の推移（1945年-2010年)
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